




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































噫悲哉此ノ報ニ接スルヤ闔閭驚愕ト悲哀ノ極ニ達 朝野亦海ノ偉人ヲ亡ヘル 痛惜セリ功ニヨリ特旨ヲ以テ從六位ニ叙セラル君幸ニ瞑 ベキナリ噫悲哉
　
君嘗テ歌フテ曰ク「日本よい國南をうけて南洋嵐がそよそよと」ト遠大ノ志望


























故衆議院議員從六位原耕氏ノ靈ニ告ク君ハ資性豪毅果断氣宇雄大夙ニ醫業ニ志シ明治三十五年大阪高等醫學校卒業以来醫術界ニ盡ス所顕著ナリシモ君ノ素志ハ寧ロ治國濟世ノ事ニアリ常ニ家事ヲ犠牲ニシテ幾多公共事業ニ盡瘁シ其殖産興業金融經濟教育其他地方開發ニ貢献スル所甚ダ大ニシテ南洋開拓ニハ特 絶大ノ努力ヲ拂ヒ其功績顕著ナルモノアルハ衆ノ認ムル所尚将来君ノ力ニ俟ツヘキモノアリシニ蘭領東印度アンボイナ島ニ於テ漁業経營中マラリアニ罹リ八月三日孤島ニ斃ル嗟悲哉其死ニ臨ミ己カ遺骨 一部ヲ此ノ地 葬レ 一言ノ如キ恰カモ彼 セ ルロ
ー
ヅノ南阿弗
































































































































































































































實ニ昭和八年八月三日也越ヘテ月餘遺骨南洋ヨリ還ル於是テ枕崎町ハ町葬ノ禮ヲ以テ、君ノ遺骨ト君ガ未死ノ英魂トヲ葬ラントス哀シイ哉君ハ西南方ノ人大阪高等校醫學校ノ出身ニシテ醫ヲ以テ業トナセリ然レドモ資性豪宕ニシテ不羈志常ニ君國ニ存シ又タ功名ヲ絶域ニ立ツルノ意アリ、家居シテ刀圭ヲ業トス ヲ屑シト ズ遂ニ地方公共ノ事 盡力シ青年政客ノ名高シ、後選ハレテ衆議院議員タリ、日本ノ國策ハ南進 在リ又タ經済上ノ遺利ハ海洋ニ存ストナシ専ラ南洋ヲ説キ又タ漁業立國策 高調セリ而シテ徒ラニ空論ヲ以テ満足セズ躬行實践シテ其ノ利益ヲ示シ國民ノ迷夢ヲ覺破センコトヲ期セリ、即チ百噸ニ充タザル三小舩ヲ率イテ躬カラ黒潮ヲ乗切リ、南溟萬里ノ外ニ新魚礁ヲ發見セリ是レ決シテ口舌ノ徒ノ能クスル處ニアラズ、其事ヤ雄壮ニ其志ヤ悲痛ナリト言ハザル可カラズ、而カモ君ノ此ノ業ヲ興 決シテ一路平坦ナラズ、山複水重 路ハ峻險ヲ極メ路窮シテ又タ道スルコ 幾回ナ ヲ知 其間ニ於ケル君 苦心惨憺ハ有心人ヲシテ涙滂沱タラシメタル者アリ 然レドモ君ハ一難ヲ經ル毎ニ其志益々堅ク遂ニ有力ナル後援者ヲ得テ再ビ壮途ニ就キ、此ノ行必 獲ル所ノ多キヲ期シ リキ、而シテ蘭國官憲モ亦タ之 認識シ 君ノ経營セ 各般 事業着々進捗シツゝアリシニ、何ゾ料ラン、一朝ニ
□ 豎
？ニ冒サレ其病遂ニ起タズ雄圖ヲ空シク南溟椰子樹蔭ニ葬ラントハ嗚























































維時昭和八年九月十六日衆議院議員從六位原耕先生ニ對シ町葬ノ禮ヲ以テ其ノ葬儀ヲ執行セラルゝニ當リ枕崎町青年團ハ謹シンデ故原耕先生ノ靈ニ弔詞ヲ捧グ先生夛年ノ持論タリシ南進主義、南洋漁場開拓ノ為メ第三回ノ南征ノ途ニ上ラレタルハ去ル昭和七年十二月三日ナリキ、越エテ昭和八年八月三日、先生溘焉トシテ逝カルゝノ飛報来ル、我等其 眞偽ヲ疑ヒツゝアリシニ今ヤ先生ノ御逝去ハ嚴然タル事實トシテ葬送ノ今日ヲ迎フルニ至レリ、風寒キ西突堤上ニ於テ別盃ヲクミ 成功 願ヒシニ、思ハザリ 僅カニ八ヶ月ニ コノ悲報ヲ聞カン ハ、嗚呼悲シキカナ、漫リニ微笑ムコトモナカリシ其ノ面影、キツトヘノ字ニ結ンデ開カザル唇、既ニシテ一度開カンカ、侃々諤々ノ論、出デテ盡クルコトヲ知ラズ、嗚呼先生ノ音容未ダ生キ生キトシテ眼前ニ
空白
タルニ、再ビ接スルコト能ハザルナリ、


















發見セラレシ「アンボイナ」近海ノ漁場コソ世界最良最大ノ漁業ナルコトハ農林省及ビ漁業専門家ノ夙ニ認ムル所ニシテコゝニアリテ専心漁撈及ビ製造ニ従事シテ無限ノ寶庫ヲ開カントセラレシ先生ノ事業ハ國家的否世界的大事業ナリト言フモ過言ニ非ラザルナリ、コノ達眼 士、実行ノ王者我等郷土ノ青少年ガ衷心ノ信頼ヲ捧グル原耕先生今ヤナシ、嗚呼悲シキカナ、先生ハ其ノ事業漸ク緒 就キ着々トシテ周到ニシテ遠大 計畫ヲ進メツゝアラレシガ不幸ニシテ中道ニテ挫折セラル 自 求メ自ラ開拓セラレシ素懐ノ地ヲ墳墓ノ域ト定メテ遺骨ヲ埋メ千載ノ後マデ残ラルゝハ或ハ本懐ナ 雖モ ノマゝニ 決シテ先生 眼ハ閉ヂ
ママ
ルコトナカラン、即チ先生ト最モ深ク、先生ヲ最モ崇拝
シ先生ヲ常ニ信頼セシ我等郷土人ガ ノコ 大遺業ヲ承継 テ大成スル時コソ先生ガ心カラ微笑マレテ眼ヲ閉ヂ
ママ
ラ
















































































































地ニ生ヲ享ケ、天下 名声 轟カシタル、薩州武士ノ血脈トハ云ヒナガラ 御國ヲ思フ誠心 、事業ノ傍ラ斯クマデ仝懸人ヲ指導訓練セラルゝカト思ヒマ 、其異人種 ハ話ヲ轉シ 適当 聞吞致シマシタ　
熱々思フニ、氏ノ非凡ナル一例ハ失禮ナガラ、原先生ハ大阪医大ノ出身ニテ、奥サンモ又女医デアルトノコトデア





























































































































































































自ら其志を立て自ら其事を行ふ而して前人未發の業域を開拓し利用厚生の基を開くこれまた男兒快心の事と謂ふ可し君は明治九年二月薩摩泊邑に生れ長じて醫を學び枕崎町に開業す業大いに行はる而して輿望を負ひ衆議院議員に當選せらるゝ二回また夙に水産の業 志し晩年自ら蘭領東印度ニューギニア木曜島等を探險する數回遂に最好の基地アンボイナを發見す卽ち自ら漁船隊を組織し枕崎より十七晝夜を經て同地に達 盛に鰹漁業を經營す其の成果著名なるものあり然も不幸瘴疫に罹り昭和八年八月三日空しく其の雄魂を海外の孤島 埋む其の志また悲むべし仍て遺骨を三分し其 一をアンボイナの和蘭舊砲臺趾に埋む君會て此の地に至り其の風光の絶佳なるを見て曰く若し萬一の事あらば我が遺骨を此に埋めんと卽ち其の意志を行う所以なり其二を町葬を以て枕崎町松尾墓地に 三を泊邑に於ける先塋の域に埋め各々其の墓碑 建立せり惟ふに我國古來圖南の長策 唱ふる者鮮からず然も此を實行し遠く赤道以南に漁船隊を進むるものは實 君を以て嚆矢となす君の功も亦偉 らずや仍て茲に君の墓に誌し奮發興起君の志を紹成する後 來者を俟つ　
昭和十六年八月
蘇峰徳富正敬撰方竹梅園良正書
